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令和3年度 第3回堺市立図書館協議会 

令和3年 10月 28 日（木）14時～15時 

堺市立中央図書館 1階 集会室 

委員 中川幾郎会長、森美由紀副会長（リモート参加）、 

北庄司愛浩委員（リモート参加）、小松清生委員、 

是住久美子委員（リモート参加）、飛石隆男委員、 

松原茂樹委員、山尾真弓委員、𠮷原極委員、 

𠮷田富美委員（リモート参加） 

事務局 浦部中央図書館長、赤嶺中央図書館参事（企画・調整担当）、 

有澤中央図書館総務課長、湯川中央図書館総務課長補佐、眞鍋中図書館長、 

杉本東図書館長、眞鍋西図書館長、白川南図書館長、三藤北図書館長、田

中美原図書館長、伊豫田企画情報係長、白川図書館サービス係長、輔信企

画情報係副主査、稲野企画情報係員 

傍聴 5 人 

案件 会長、副会長選出 

その他 ①堺市立図書館について（報告） 

②令和 3年度堺市立図書館サービス評価目標について（報告） 

③「堺っ子読書フォーラム」について（報告） 

 

案件について 

発言者 内容 

事務局 今回、今期第１回目の協議会であるため、正副会長が選出されるまでの会

の座長について、協議会慣例により、在任期間が長い委員のうち、年長の

飛石委員に座長を依頼する。 

座長 （承諾） 

本日の協議案件「会長、副会長選出について」は人事に関する案件となる

ので、非公開とするが、異議はないか。 

委員 （全員異議なし。承認） 

 堺市立図書館協議会規則第 2 条第 1 項に基づき、出席委員の互選により、堺市立図書

館協議会第 20期会長に中川委員、副会長に森委員を選出 

（傍聴人入室） 

傍聴の許可 
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署名委員の決定 

松原委員 小松委員 

 

報告について 

発言者 内容 

会長 事務局に一括しての説明を求める。 

事務局 堺市立図書館と堺市立図書館協議会について説明。 

令和3年度堺市立図書館サービス評価目標について、資料２、3に基づ

き説明。 

事務局 「堺っ子読書フォーラム」について、今年度の実施内容を説明。 

委員 市民が街づくりをすすめていく活動の中での図書館、学校教育との連携

に関心がある。 

基本方針の中には、学校と連携して学びを支援すると明記されており心

強く感じるが、支援を求めた学校には応援があるとしか読み取ることがで

きない。学校図書館司書との連携、図書館からの支援を図書館側から提案

していってほしい。 

各館の取り組みを評価するだけでなく、もう少し積極的な市民が今求め

ていること、例えば北区であれば区に一つしか図書館がない現状などを反

映させたものにしてほしい。 

事務局 学校教育部が学校を回る機会に図書館が一緒に行き、個別のサービス提

供につなげている。 

学校司書が就いたことで、連携・支援がとりやすくなり、学校司書のあ

りようについて期待をしている。徐々に関係を深めていき、よりよい支援

につなげていきたい。 

地域の図書館のありようについても、ネットワークとしてどのように堺

市全域にサービスを展開していくかということを考えているので、協議会

の意見を聞きながら見直しと制度設計を進めていきたい。 

委員 PTA 協議会の会長をしているので、私の意見は、幼小中高の PTA の発

言として捉えていただきたい。協議会委員の仕事は図書館の目標に対する

評価だけでなく、PTAの要望等を発言してよいのか。 
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事務局 協議会委員は、サービス評価についてだけでなく、図書館に対する意見・

要望も発言してもらって構わない。個人の意見としてではなく、協議会の

総意としてまとまれば、図書館として引き受けて報告する。 

委員 図書館の利用者は年配の方が多いというイメージだが、若者利用の促進

をしてほしい。 

堺市の家庭は通塾率が高く、自習室利用のために塾に行くという子ども

が多い。若者が本を読んでもらう政策として、自習室設置など、間接的に

空間を提供してもらうことも考えてもらいたい。 

会長 学校図書館・学校司書との連携・ネットワークに関して概要に記載はあ

るが、さらに充実するよう協議会として助言なり提言をしていければと思

う。 

固定したヘビーユーザーのための図書館ではなく、すべての人のための

図書館であってほしい。特に若者へのメッセージが、必要な施策だと思う。

鎌倉の図書館の夏休み明けの呼びかけ事例のように、アクティブな図書館

であってほしい。 

図書館に人が寄ることはよいことだという前提で経営していくべきだ

と考えており、そのゆとりをもってほしい。 

ただ、個人の主張としては、図書館は無料の貸本屋ではなく、市民の研

究所であるというところを発揮してほしい。その前提を踏まえて裾野を広

げていってほしい。 

案件終了 

事務局 次回の開催は令和４年２～３月頃を予定。案件として、令和３年度各館

の取組み状況報告についてなどを予定している。 

閉会 

 


